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長谷川順一＊ 伐採地におけるシラカシの生長
Jun-ichi HASEGAWA : Seedling Growth of Quercus myrsinaefolia 
BLUME on Clear Cutted Land 
栃木県宇都宮市の関東ロ ー ム層上に発達する平地林はアカマツ林やコナラ ・ アカシデを
主とした雑木林が多い。 市内中戸祭町にある自宅東方の海抜130-180mの水道山と呼ば
れる丘陵地でも， コナラ ・ アカシデ ・ アカマツを主とする二次林が広く分布している。
近年， この丘陵地 一帯が広大な住宅団地として開発される話が進み， 数年前からアカマ
ツやコナラが伐採されている。 しかし， もともとこの付近 一帯は風致地区であったことか
ら， 伐採はしたもののそれ以上の開発はままならずに放懺され， 筆者にとっては， 植生の
遷移をみるのによい舞台となった。
伐採後にはすぐにアカマツの実生か多数生じ， それは順調に生長して， 5年後の今日，
草丈0.6-2 mのアカマツに生長した。 同時に雑木の 伐根からひこばえが伸びて， リョウ
プ ・ アカシデ・ コナラ・ クリ ・マルバアオダモ ・ アオハダなどが2-3 mに生長している。
また、 シラカシの 0.6-3 mの幼樹が多く生じて， アカマツに負けない生長を示した。
筆者はカシ類はすぺて代表的陰樹であると思っていたので， 伐採跡地の陽地にシラカシ
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までシラカシを多く混えた雑木林であり， この太平山のシラカシ林全体も極相林とは考え
難い。
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Summary 
In Tochig i  Prefecture, there are fragments of evergreen broad - leaved 
forest around a few shrines. Dominant species of their communities are 
Castanopsおcuspidata var. s花boldii, Quercus salicina, Q. glauca and Q. sessilifolia. 
On the other hand, Q. myrsinaefolia is few but abundant in secondary forest. 
The analysis of the annual ring shows that young trees of Q. myrsinae -
folia grow rapidly in the sun as Pinus densijlora representative of sun plant. 
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